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○流山市附属機関に関する条例 抜粋 

昭和４６年３月１６日 

条例第６号 

（趣旨） 

第１条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項に規定

する附属機関については、法律又は他の条例に特別の定めのあるものを除く

ほか、この条例の定めるところによる。 

（設置及び組織） 

第２条 市に別表左欄に掲げる附属機関を置き、当該附属機関において担任す

る事務、組織、委員の構成、定数及び任期は、同表右欄に掲げるとおりとす

る。 

（会長及び副会長） 

第３条 会長又は委員長（以下「会長」という。）及び副会長又は副委員長（以

下「副会長」という。）は、委員の互選によって定める。ただし、法令等に

より規定されているものは、この限りでない。 

２ 会長は、当該附属機関の事務を総理し、当該附属機関を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

４ 副会長が置かれていない附属機関にあっては、会長に事故のあるとき又は

欠けたときは、会長があらかじめ指定する者が会長の職務を代理する。 

（委員の任命等） 

第４条 委員は、市長が委嘱又は任命する。 

２ 委員に欠員を生じた場合の補欠の委員の任期は、その前任者の残任期間と

する。 

３ 委員が委嘱又は任命されたときの要件を欠くに至ったときは、委員を辞し

たものとみなす。 

（会議） 

第５条 附属機関の会議は、必要に応じて会長が招集し、会長が会議の議長と

なる。 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の

決するところによる。 
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（部会） 

第６条 附属機関は、その定めるところにより部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によってこれを定める。 

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故あるときは、あらかじめ部会長の指名する当該部会に属する

委員がその職務を代理する。 

６ 附属機関は、その定めるところにより、部会の議決をもって当該附属機関

の議決とみなすことができる。 

７ 前条の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、同条中

「附属機関」とあるのは「部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と、「委

員」とあるのは「当該部会に属する委員」と読み替えるものとする。 

（会議の運営等） 

第７条 この条例で定めるもののほか、附属機関の議事及び運営に関し必要な

事項は、会長が定める。 

（規則への委任） 

第８条 別に規則で定めるところにより、附属機関に特別委員、専門委員、臨

時委員、顧問又は参与を置くことができる。 

２ 各附属機関の庶務は、規則で定める機関においてこれを処理する。 

（市長への委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める。 
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別表 

附属機関名 担任する事務 組織 委員の構成 定数 任期 

流山市子ど

も・子育て

会議 

子ども・子育てに関

する主要な施策に関

し必要な調査及び審

議を行い、市長に答

申し、又は建議する

こと。 

会長 

副会長 

委員 

１ 児童福祉サー

ビスの提供を受け

る者 

２ 児童福祉サー

ビスを提供する者 

３ 私立幼稚園協

会を代表する者 

４ 民間保育園協

会を代表する者 

５ 学童保育連絡

協議会を代表する

者 

６ 主任児童委員 

７ 学識経験を有

する者 

８ 教育委員会の

職員 

９ 市民等 

１人 

 

 

１人 

 

１人 

 

１人 

 

１人 

 

 

１人 

１人 

 

１人 

 

５人 

２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


